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目 的　 縫 目 線K 対･し 垂 直 Ｋ 引 張 伸 長 を 。あ た え た 時K   発 生 す る ひ ず み を 、 定 量 的K と ら え

る 事K よt) 、 縫 目 評 価 の 示 標 と す る と と を 試*  た 。 前 報 で は 、 簡 便 な 型 取i ）ゲ ー ジ を 作 裂

し 布 面 か ら ひ ず み 断 面 曲 線 を 求 め 解 析 を 行 っ た が 、 操 作 上 の 誤 差 、 梢 度･の 点 で 問 題 が 残 さ

れ た 。 本 報-c  は 、 測 定 の 安 定 化 を 図 る。た め に 、 ス ト レA    ン グ ー ジ を 用 い た 、 触 針 法 にI る

装 置 を 試 作 し 測 定 方 法 を 検 討 す る と 共 に 、 手 縫(A  に お け る 針 目 の 均 一 性 と ひ ず み の 関 係 に

つ い て 考 察 を 行 っ た 。

方 法　 測 定 錬 置 は 、･接 触 子 と し てu 字 型 ピT    ノ 線 を ス ト レ イ>- ≪-･ー ■>>を 接 着 し た 板 パ ネ

の 先 端 に 七! ）つ け 、 布 面 の 凹 凸 を 電 気 量 と し て と ら え た 。 試 料 布 は ジy   モ ス を 用 い 、11 ×

10 cm のi  枚 の 布 を 縫 代1 cm で 縫 合 し た 。　縫 い 方 は 均 一 針 目:2 ／2、4 ／4、6／6、不 均 一 針 目:2 ／4

､2-犬4／2-犬4、2／6 am  の ぶ 種 と し た 。  ( 分 母 は 表 目 、:　分 子 は 裏 目 を 示 す。）測 定 は|試 料 を5 奮 伸 長

し 、 ひ ず み を 発 生 さ せ 、 試 幅 の 中 央７ cm 間ft  つ い て 縫 目 と 平 行 に 接 触 子 を 走 査 し た 。

結 果　 ひ ず み は 特 に 縫 目 付 近 で 、 均 一 針 目 で は 、 規 則 性 が あ!? 、 不 均 一 針 目 で は パ ラ ッ

キ を 示 し た が 、 本 装 置 で こ れ ら の 特 徴 が 精 度 よ く と ら え ら れ る こ と が わ か っ た 。　凹 凸 度 は

振 幅 の 高 さ（･H     ）ヽ 凹 凸 の 間 隔(    ’ S     ）ヽ 曲 線 の 変 動 係 数（(3V    )ヽ 等Kit) 求 め た 。 ど の 針 目 に おヽ

い て も 縫 目 か ら ２ ～ Ｊ cm の 位 置-C  H の 極 大 値 を 示 し 、0, Sam の 位 置 と 共 に ひ ず み の 特 徴 を 明

確 に 示 し た 。 均 一 針 目 で は 針 目 の 増 大 に 伴 いH 、 百 共 に 大 と な る が 、 不 均 一 針 目 で はH     に

ー
は 大 き 友 差 はIf. ら れ ず 、S     に つ い て は2 ―4 ／ 2―4 針目 の 測 定 位 置V-    よ る 変 化 が 顕 著 で あ っ た

B 134　 フレアースブフートに和 プる丈とフレアー効果との関係

}=こ麺寒 有大　学校救貧　　 〇吉曰悦ｦｰ　 石毛フミ･子

〈 目的 〉 フレアースカ ート の立体 肱能は．布だのK-'レ ー-r作. 剛軟性 など素材特作にカロ

X,.    ﾉぐ'=1 - ン製圀法など の設計特作 及び無用若の体型などiz よって. -7  レフー<r>美 しごボ

浹 定ごれ ーヒ懇iつ,れる．今^ ざは．スカ- トをe デ･レ的 に取 り扨い案材映像 とフ1- ア一如

乖の療1係/こついては検討 されているが`．実際 のスカート での研 発はケない．そこで．本釈

ざは．フレアースブフートにおヽける 丈とフレアー効果との圈係について着用実験１行ない検
討 しr- .

〈 方法〉1 ）試料 として. 厚？ ，剛軟農の胃なる綿ブロ ーら 羊毛フラ ノ．平織z.覆 を還

んだ． 幻スカートは 同,C` 円暖国?^ こよリ.  坪枚はぎフレアースブフートを作製しrこ．ス

■tl ート 丈は.  さ＝，･?モレ，ロ ングのヨ段隋 としrこ．フレ了一分量ぐすそ廻り寸池 ）It.
名ス･n ート ヌlともに一定とし.   岡餌寸鳶のLi-港量と規 吏しrこ．締製 和牛は一良とし同一人

が`作製しrご.       ｦ）着衣基体は．婦 人用人台 日 本，被験者3 名り 同圖寸黛・ 賢なるワA プ ）

をg/, だ．　りブレ■7 ー効果の寮」定方法とし■t It. 試作の装 置£考粟レ スカート め溥そ

曲倅 苔プa  ットし.   そ収£も ヒにそめ断面績 ，液 高及び液高が

〈 紬果 〉　I)フレアー分量を一定に し■z . スカート 丈を変化さゼイ^場合．断一面積 ，濤高と
もに大差なく.   濤高 ．哩勧率に差冥が認 められた。i ）希木才向 の創t ，剛軟度 の大きい方

が`断面頑,   吸筒とも に大・禰伺が`認 められ扨.　3) 胴il 寸池の等しい人台ヒ被験漉向の比

較Tヽヽは．被験薦鳶用め方が断 面標 ，汲高とも に大きに傾伺ざある．
宋　石毛; 捉生酒研 究Vol.   ワ　縫製 め科 挙 ＠　 （ ド?80 ）


